
第１学年 科目保健 「がん教育プログラム」モジュール活用例 

 

１ 単元名 現代社会と健康 （１）ア 現代社会と健康について理解を深めること 

      （ウ）生活習慣病などの予防と回復 

 

２ 本時の目標 

   

・がんの種類や原因について理解する。 

・がんの回復においては、手術療法・化学療法・放射線療法などの治療法があることを理解することができる。 

【知識】 

・治療法を決める時に必要なことを考えることができる。 

【思考・判断・表現】 

３ 本時の展開 

  ＜文部科学省補助教材 中学校・高等学校版「がん教育プログラム」モジュール１・２・３・６活用＞ 

段階 学習内容と活動 ●発問 ○教師の指導・支援 ◎評価 資料 

 

 

導入 

５分 

 

 

 

 

１ 本時の学習内容について確認する。 

●日本人の死亡原因の変化のグラフを見

て気づいたことは何か。 

 ・がんが多い、がんが増えている 

 ・脳血管疾患、結核は減少している     

 

 

 

 

 

○[モジュール 2]スライド 5「がんによ

る死亡数」の、日本人の死亡原因の変

化のグラフを見て気づいたことを発

表する。 

 

※がんに関する内容を扱うにあたって、

生徒への配慮を行う。 

 

 

 

文部科学省補助

教材「がん教育

プログラム」 

モジュール２ 

 

 

 

 

 

展開 

３５分 

 

 

 

 

２ がんの原因ついての理解を深める。 

●がんとはどんな病気か。 

 ・死亡する可能性が高い 

・遺伝子が傷つく 

 ・異常な細胞が増える 

●がんにはどんな種類があるか。 

 ・大腸がん ・肺がん 

・胃がんなど… 

●がんの原因は何だろうか。  

・生活習慣、遺伝、ウイルスなど… 

 

 

 

 

 

３ がんの治療法の理解を深める。 

●がんはどのように治すのか。 

・手術、薬など… 

 ・手術療法（外科的） 

 ・化学療法（抗がん剤などの薬） 

 ・放射線療法 

 

●治療法を決める時に大切なことは何

か。  

 

 

○がんは特別な病気でないため、自分や

家族に、身近な人がかかる可能性は高

い。正しい知識を持たせるよう留意す

る。 

※個別に配慮する生徒を確認しておく。 

○[モジュール1]スライド4～6を用い 

 てがんがどんな病気なのか確認をす

る。 

 

○[モジュール3]スライド3を用いてど

んな種類があるか確認をする。 

 

○[モジュール1]スライド10～14を用

いてがんの原因を確認し、ノートに 

 記入させる。 

 

◎がんの種類や原因について理解する。 

              【知識・理解】 

 

※外部講師（医療関係者）にがんの原因

について説明をしてもらうと効果的 

 

○[モジュール6]スライド1～3を用い

てがんの治療法を確認し、ノートに記

入させる。 

○ワークシート記入後、[モジュール 6]

 

 

 

 

 

文部科学省補助

教材「がん教育プ

ログラム」 

モジュール１ 

モジュール３ 

 

 

モジュール１ 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

モジュール６ 

 

 

 

がんの種類や原因について理解し、がんの治療法などを知ろう。 

高等学校 



・インフォームド・コンセント 

 ※治療を決める時に大切なこと 

病気、検査、治療などについて

十分な説明を受け、理解した上で

どのような医療を受けるか選択す

る。 

 

・セカンド・オピニオン 

 ※治療方針は医師によって異なること 

治療方針は医師によって異なる

ことがあり、別の医師の意見を聞

いてもよい。 

 

 

スライド4～6を用いて、治療法を決 

める際の大切なことを説明する。 

※外部講師（医療関係者）にがんの治療

法と決める際の大切なことについて説 

明をしてもらうと効果的 

 

 

○医師からの説明は、聞き手側になりが

ちだが、分からない事や疑問点があっ

た際に遠慮なく聞くことが大切であ

る。 

 

 

◎がんの回復においては、手術療法・化

学療法・放射線療法などの治療法があ 

ることを理解することができる。 

         【知識・技能】 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

１０分 

 

 

 

４ 本時の学習についてまとめる。 

●授業を通してわかったことや感じた

ことは何か 

・自分の考えや感想、外部講師への謝辞

を含め発表する 

 

 

 

 

 

○本時の学習の感想を書き、発表する。 

○発表を聞くことで、自身の考えを深め

させる。 

 

※外部講師にまとめのはなしをしていた

だくと効果的 

 

◎治療法を決める時に必要なことを考

えることができる。 

   【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 


